
富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 76.77 32.97 79.66 3,960 15,633 7.68 2,035.55 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、類似団体と比較して、
一定の経常収益を計上しているが、使用料収入など
の経常収益が減少しており年々目減りしている。
②累積欠損金については、例年、利益剰余金を計上
しており、発生していない。当市は、複数事業の会
計・経理を一体として行っており、下水道事業全体
では、経常収支比率は104.7％、累積欠損金比率
は、0.0％である。
③流動比率については、公共下水道事業だけで見る
と、年々上昇しており、当年度数値も類似団体と比
較して高い数値を示しているが、下水道事業全体で
みると、38.2％と低く、短期的な債務に対する支払
い能力の低さが課題である。
④企業債残高対事業規模比率については、管路等の
整備がほぼ完了し、企業債（借金）の償還ピークが
過ぎていることから、類似団体と比較して低い数値
を示している。しかし、今後は管路の老朽化対策に
より再び企業債が増加することが予見されることか
ら、費用の平準化等による効率的な管理運営、投
資・予算配分の適正化に努める。
⑤経費回収率については、汚水処理費が増加したこ
とにより、前年度に比べ減少している。
⑥汚水処理原価については、汚水処理費が増加した
ことにより、前年度に比べ増加している。
⑧水洗化率は処理区域内人口、水洗便所設置済人口
のそれぞれ減少により多少の減少はあるものの、ほ
ぼ横ばいである。今後とも下水道未接続世帯への働
きかけを継続していく。

　当市における公共下水道事業は昭和46年から建設
着手している。
①有形固定資産減価償却費率については上昇傾向に
ある。令和3年度より耐用年数に達するものが少し
ずつ発生してきており、今後、更新や長寿命化など
の老朽化への対応が迫られる。（下水道会計全体で
の数値は、以下〔全体総括〕を参照のこと。）

Ⅰ.現状分析
1　下水道会計全体では、①経常収支比率は104.7％、②累積
欠損比率は0.0％により、単年度収支が黒字、累積欠損は発生
していない。また、③流動比率38.2％、④企業債残高対事業
規模比率467.0％、⑤経費回収率88.3％となっており、今後不
明水対策による汚水処理経費の逓減が必要である。
※不明水…処理する汚水のうち、管路内に侵入してきた地下
水など料金収入に繋がらないもの。
2　下水道会計全体での①有形固定資産減価償却率は39.2％で
あるが、将来の管渠等の更新について検討が必要である。
Ⅱ.経営改善に向けた方向性
　令和3年10月に改定した経営戦略をもとに将来の人口減少に
よる使用料収入の減少や老朽施設の更新を視野に入れ、不明
水対策等により有収率を高める（収益の確保）。また、令和6
年度に料金改定・その他財源の確保を検討することを予定し
ており、経営の健全化に取り組む。
※経営分析表の前提条件
当市では決算統計区分の事業の会計・経営を一体とし、下水
道使用料収入も一本化されている。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 63.61 56.40 79.95 3,960 26,742 10.57 2,529.99 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、前年に引き続き辛うじ
て黒字となっているものの、使用料収入、一般会計
繰入金など経常収益も減少しており、昨年度よりさ
らに下落している。
②累積欠損金比率については、当年度は前年度より
減少している。
※当市は、複数事業の会計・経営を一体化して行っ
ており、下水道会計全体での①経常収支比率は
104.7％②累積欠損金比率は0.0％である。
③流動比率については、マイナス傾向が年々増加し
ており、短期的な債務に対する支払能力の低さが課
題である。下水道会計全体での流動比率は38.2％と
なっている。
④企業債残高対事業規模比率については、管路等の
整備がほぼ完了し、企業債（借金）の償還ピークが
過ぎたことから減少傾向にあるが、今後は管路の長
寿命化対策等により再び企業債が増加することが予
見されるため、費用の平準化等による効率的な管理
運営、投資・予算配分の適正化に努める。
⑤経費回収率については前年度より9ポイント増加
しているが、使用料のみで100％賄うことができて
いないため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理
費のさらなる削減に努める。
⑥汚水処理原価については、汚水処理費が減少した
一方、東太美処理区の流域下水道接続などで有収水
量が増となり、抑えられた。
⑦施設使用率については、平成30年度より流域処理
水量を計上しなくなったため、前年度と同様に低い
数値を示している。

　①有形固定資産減価償却率については上昇傾向に
あり、類似団体平均値を上回っている。今後、ス
トックマネジメントに基づいた更新や長寿命化な
ど、老朽化への対応が迫られる。
　②管渠老朽化率は耐用年数に達した管渠が無いた
め、０である。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総評〕を
参照のこと。）

※公共と同様
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.54】 【65.93】 【44.25】 【1,182.11】

【85.67】【42.22】【220.62】【73.78】

【28.00】 【0.03】 【0.13】



富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 74.55 9.74 68.36 3,960 4,619 2.21 2,090.05 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、毎年類似団体よりも低い数値と
なっており、経常損失を毎年計上している。
②累積欠損金比率については、類似団体より高い数値となっ
ている。当年度未処理欠損金が昨年より大きくなり、累積欠
損金を継続して計上している。
③流動比率についてはマイナス値が年々大きくなっている。
これは処理場経費や減価償却費、起債償還利息等の経費負担
が多額となっていることが要因であるが、その背景には山間
部に集落が点在していることや、事業方針により排水人口が
少ない地域であっても環境衛生面向上のために下水道の整備
を行っている等の経緯があるもの。（⑥についても同要因に
よる。）
※当市では複数事業の会計・経理を一体として行っており、
下水道会計全体のバランスを取っている。平成22年5月使用分
より使用料の改定と一般会計からの繰入の見直しを組み合わ
せて行った。（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総
括〕を参照のこと。）
④企業債残高対事業規模比率については、管路等の整備がほ
ぼ完了し、企業債（借金）の償還ピークが過ぎたことから、
類似団体と比較して低い数値を示している。しかしながら、
今後は管路の長寿命化対策等により再び企業債が増加するこ
とが予見されるため、費用の平準化等による効率的な管理運
営、投資・予算配分の適正化に努める。
⑤経費回収率については、東太美処理区が特環へ移行し使用
料が減少した一方、汚水処理費は処理場修繕等が微増となっ
たため、前年度より減少した。
⑥⑤に伴い、汚水処理原価は上がった。今後、農集処理区域
の流域下水道への接続により、処理場整理統合により汚水処
理費削減につなげたい。
⑦施設利用率については、当年度も前年度と同様に50％を
きっている。また、類似団体と比較しても低い数値となって
いる。

　当市における農業集落排水事業は昭和53年から建
設着手している。法定耐用年数を経過した処理場、
管渠等はない。
①有形固定資産減価償却率については、増加傾向に
あり、類似団体平均値を上回っている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を
参照のこと。）

※公共と同様
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①経常収支比率(％)
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【103.61】 【133.62】 【36.94】 【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【27.11】 【0.00】 【0.02】



富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 林業集落排水 G2 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 81.20 0.17 71.74 3,960 80 0.04 2,000.00 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、毎年類似団体よりも低い数
値となっており、経常損失を毎年計上している。
②累積欠損金比率については、類似団体よりも高い数値
となっており、累積欠損金を継続して計上している。
③流動比率についてはマイナス値となっている。これ
は、処理場経費や減価償却費、起債償還利息等の経費負
担が多額となっていることが要因であるが、その背景に
は山間部に集落が点在していることや、事業方針により
排水人口が少ない地域であっても環境衛生面向上のため
下水道の整備を行っている等の経緯があるもの。（⑥に
ついても同要因による。）
※当市では、複数事業の会計・経理を一体として行って
おり、下水道会計全体のバランスを取っている。平成22
年5月使用分より使用料の改定と一般会計からの繰入の
見直しを組み合わせて行った。（下水道会計全体での数
値は、以下〔全体総括〕を参照のこと。）
④企業債残高対事業規模比率については、管路等の整備
がほぼ完了し、企業債（借金）の償還ピークが過ぎたこ
とから、類似団体と比較して低い数値を示しているが、
今後は管路の長寿命化対策等により再び企業債が増加す
ることが予見されるため、費用の平準化等による効率的
な管理運営、投資・予算配分の適正化に努める。
⑤経費回収率については、使用料収入の増加の一方、汚
水処理経費が当年度抑え気味であったため前年度と比べ
て増加している。
⑥⑤に伴い、汚水処理原価は、昨年度より低くなった。
⑧水洗化率については、処理区域内人口が小規模である
ことから、類似団体と比較し高い数値となっている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を参照
のこと。）

　当市における林業集落排水事業は平成7年から建
設着手している。法定耐用年数を経過した処理場・
管渠等はない。
①有形固定資産減価償却率については上昇傾向にあ
り、類似団体平均値を上回っている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を
参照のこと。）

※公共と同様
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【101.18】 【533.38】 【1.22】 【395.81】

【90.91】【39.37】【526.99】【34.97】

【38.41】 【0.00】 【0.00】



富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- △40.64 0.15 100.00 3,960 69 0.02 3,450.00 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、使用料、一般会計繰入金等
の経常収益の減少により昨年と比べて減少した。類似団
体より低い数値となっており、毎年経常損失を計上して
いる。
②累積欠損金比率については、下水道使用料の減額によ
り昨年と比べて増加しており、累積欠損金を継続して計
上している。
※当市では、複数事業の会計・経理を一体として行って
おり、下水道会計全体のバランスを取っている。平成22
年5月使用分より使用料の改定と一般会計からの繰入の
見直しを組み合わせて行った。（下水道会計全体での数
値は、以下〔全体総括〕を参照のこと。）
③流動比率については、前年度に引き続きマイナスとな
り、年々増大している。また、下水道会計全体について
も38.2％と低く、短期的な債務に対する支払能力の低さ
が課題である。
④企業債残高対事業規模比率については、管路等の整備
がほぼ完了し、企業債（借金）の償還ピークが過ぎた
が、事業費に占める企業債の償還金が依然として高い値
となっている。引き続き効率的な管理運営、予算配分の
適正化に努める。
⑤経費回収率については、下水道使用料の減額により、
前年度に比べて減少している。
⑥汚水処理原価については、下水道使用料の減額によ
り、前年度に比べて高くなっている。
⑧水洗化率については、処理区域内人口が小規模のた
め、類似団体よりも高い数値を示している。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を参照
のこと。）

　当市における特定生活排水施設事業は平成19年か
ら建設着手している。法定耐用年数を経過した排水
処理施設等はない。
①有形固定資産減価償却率は上昇傾向にあり、類似
団体平均値を大きく上回っている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を
参照のこと。）

※公共と同様
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.42】 【82.66】 【140.15】 【307.39】

【86.02】【84.27】【294.83】【57.03】

【22.91】 【-】 【-】



富山県　南砺市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 47,778 668.64 71.46 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- △86.83 0.23 100.00 3,960 110 0.06 1,833.33 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率については、毎年類似団体よりも低い数
値となっており、経常損失を毎年計上している。
②累積欠損金比率については、毎年類似団体よりも高い
数値となっており、累積欠損金比率はここ数年継続して
上昇している。
※当市では、複数事業の会計・経理を一体として行って
おり、下水道会計全体のバランスを取っている。平成22
年5月使用分より使用料の改定と一般会計からの繰入の
見直しを組み合わせて行った。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を参照
のこと。）
③流動比率については、クリエイタープラザを建設した
平成27年度より引き続きマイナス計上となっている。
④企業債残高対事業規模比率については、類似団体と比
較して高い数値を示している。
⑤経費回収率については、昨年度と比較し、使用料収入
が減少した一方、個別合併浄化槽の設置要望があり汚水
処理費は増加したため、結果として回収率は下がった。
また、何年にも渡り指標が100％を下回っており、引き
続き汚水処理経費の見直しと使用料収入の確保に努め
る。
⑥⑤に伴い、汚水処理原価は昨年度に比較して上がっ
た。
⑧水洗化率については、類似団体よりも高い数値を示し
ている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を参照
のこと。）

　当市における個別排水処理事業は、平成10年から
建設着手している。法定耐用年数を経過した管渠等
はない。
①有形固定資産減価償却率については上昇傾向にあ
り、類似団体平均値を上回っている。
（下水道会計全体での数値は、以下〔全体総括〕を
参照のこと。）

※公共と同様
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【93.47】 【264.35】 【155.91】 【881.57】

【81.82】【45.78】【339.86】【46.46】

【39.37】 【-】 【-】


